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職名 准教授 氏名 陸 麗君 

 
１．教員紹介・主な研究分野  
 1997 年一橋大学社会学研究科博士課程修了。博士（社会学）。農林水産省農業総合研究所（現

農林水産政策研究所）海外部特別研究員、中国華東理工大学社会与公共管理学院准教授を経て

2019 年 4 月から本学に着任。 
私はグローバル化のなかの都市コミュニティと移民問題に焦点をあて、主に日本における外

国人問題、特に華僑・華人の起業、華僑・華人の集住とコミュニティに関する問題を研究して

いる。また中国の都市基層社会の変容、中国の大都市圏に関する問題も取り組んでいる。 
 
２．研究業績 
 ①最近の著書・論文 
 ＜著書（分担執筆 編著＞ 
・ 陸麗君 2021 年８月「第 14 章【中国】管理か自治か―居民委員会の「治理」モデル」大内田鶴

子・鰺坂学・玉野和志編著『世界に学ぶ 地域自治』学芸出版社 224-239. 
・ 陸麗君・蕭閎偉・水内俊雄編著 2021 年 6 月『大都市における人口構造の変化と空間の変容』

URP 先端的都市研究シリーズ 28 大阪市立大学都市研究プラザ． 
・ コルナトウスキヒェラルド・陸麗君編著 2022 年 3 月『外国人・寮付き派遣労働者の地域生活

を支える社会的インフラ』URP 先端的都市研究シリーズ 33 大阪市立大学都市研究プラザ． 
 ＜論文＞ 
・ 陸麗君 2023 年 10 月「中国長江デルタ地域都市圏の発展と域内の一体化に関する考察」『福岡

県立大学人間社会学部紀要』Vol. 32, No. 1 73－84. 
 ＜報告＞ 
・ 陸麗君 2023 年 3 月「中国系住民を対象とする有効な調査方法―質問紙調査から考える」『空

間・社会・地理思想』第２６号 73-75. 
 
 ②その他最近の業績 
 <学会発表> 
・ Toshio Mizuuchi , Lijun Lu , Zechuan Zhu  6th July 2021 “The revival of a declining 

shopping street in the old inner-ring area through the vigorous action of Chinese 
immigrants; the case of Osaka ”“Urban Mobilities in the 21stCentury ”FFJ-MICHLIN 
FOUNDATION WORKSHOP.（Zoom による発表）. 

・ 陸麗君 2022 年 11 月 1 日「華僑・華人の起業と集住―大阪インナーシティを事例に―」中国社

会科学院、上海研究院主催「大都市的治理与参与”暨纪念中日邦交正常化 50 周年国际学术

研讨会 （大都市のガバナンスと参加 中日国交正常化 50 周年記念 国際シンポジウム）

（Zoom による発表）. 
  



・ 陸麗君 2022 年 12 月 10 日「華僑華人の越境的な移動とネットワークの形成―関西地域の華

僑・華人のネットワークを手掛かりに―」日中社会学会冬季研究集会 特別企画「⽇中交

流の展望を問う① ⽇中交流の過去と現在―グローカルな視点から問い直す」成城大学. 
・ 陸麗君・野村侑平・朱澤川・水内俊雄 2023 年 11 月 4 日「日本におけるニューカマー新中間

層の集住型定住：華僑華人の事例を手掛かりに」 東アジア日本研究者協議会 第 7 回国際

学術大会 東京外国語大学. 
 <書評> 
・ 陸麗君 2022 年 3 月「奈倉京子編著『中華世界を読む』（東方書店、2020 年）『日中社会学研

究』第 29 号. 
・ 陸麗君 2024 年３月「Jiaxin Zhong, Japanese War Orphans: Abandoned Twice By The State, 

Routledge, Contemporary Japan Series (English Edition)」『日中社会学研究』第 31 号. 
 

 ③過去の主要業績 
・ 陸麗君 2017 年 6 月「越境にともなう起業と社会圏の形成―関西地域の新華僑・華人の経済活

動を中心に―」『日中社会学研究』第 25 号 22-31. 
・ 陸麗君 2019 年 3 月「第 4 章新華僑のビジネス動向と地域コミュニティへの波及効果——カラ

オケ居酒屋、民泊、福祉アパート経営の実態からー」水内俊雄・福本拓・コルナトウスキ 

ヒェラルド編『グローバル都市大阪の分極化の新たな位相 ―日本型ジェントリフィケー

ションの多様性』、URP 先端的都市研究シリーズ 17 大阪市立大学都市研究プラザ 69-81. 
・ 陸麗君 2019 年 4 月「第 6 章「対立」から「融合」と「管理」へ―流動人口のネットワークを

めぐる流入地での戦略」南裕子・閻美芳編著『中国の「村」を問い直す』 明石書店 176-198. 
・ 陸麗君 2019 年 5 月「第１６章インナーシティの新華僑と地域社会」鰺坂学・西村雄郎・丸山

真央ほか編著『さまよえる大都市・大阪 ―「都心回帰」とコミュニティ―』東信堂 316-324． 
 
３．外部研究資金 
・ 文部科学省 科学研究費補助金（基盤研究 C）「在留外国人のトランスナショナル起業とその社

会的影響——華人・華僑起業者を中心に」（研究課題番：21K01906）2021-2024 年度  
2210 千円 研究代表者 

・ 文部科学省 科学研究費補助金（基盤研究 B）「生活困窮者自立支援の実践に見る社会包摂原理

の日本的受容に関する学際的探究」（研究課題番：21H00636）2021-2024 年度 
17160 千円 研究分担者（研究代表者 水内俊雄・大阪市立大学） 

・ 文部科学省 科学研究費補助金（基盤研究 C）「大都市ガバナンス改革の都市政治社会学的研

究」（研究課題番：20K02089）2020-2023 年度 4290 千円 研究分担者 
（研究代表者 丸山真央・滋賀県立大学） 

 
４．受賞 

 



５．所属学会 

 日本社会学会、地域社会学会、日中社会学会、関西社会学会、都市社会学会 

 
６．担当授業科目 

 

中国の社会と文化・2 単位・１年・後期 中国語Ⅱ-(1)A・1 単位・2 年・前期 
中国語Ⅱ-(1)B・1 単位・2 年・前期 中国語Ⅱ-(2)A・1 単位・2 年・後期 
中国語Ⅱ-(2)B・1 単位・2 年・後期 都市社会学・2 単位・2 年・前期 
中国語Ⅲ-(1)・ 1 単位・3 年・前期 中国語Ⅲ(2)・1 単位・3 年・後期 
公共社会学研究Ⅰ・1 単位 3 年・前期 公共社会学研究Ⅱ・1 単位 3 年・後期 
卒業論文・6 単位・4 年・通年 

 
７．社会貢献活動 

 
田川市都市計画審議会 委員 
田川市石炭・歴史博物館等運営協議会 委員 

 
８．学外講義・講演 
 2023 年 5 月 12 日福岡魁誠高校出前講座（「簡単な中国語会話を学んで、使ってみよう」） 
 2023 年 10 月 31 日高校生向け授業（中国語Ⅱ） 

 
９．附属研究所の活動等 

 
中国華東理工大学社会与公共管理学院客員研究員 
大阪公立大学都市科学・防災研究センター（UReC）特別研究員 

 


